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第
三
十
六
回
を
数
え
る
全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
協
議
会
の
総
会
と
研
修
会
が
、
福
井
県
若
狭
町
と
町
内

に
所
在
す
る
重
伝
建
地
区
・
熊
川
宿
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

甲
州
市
は
ま
だ
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
四

月
か
ら
保
存
条
例
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
で
、
参
加
の
お
誘

い
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
・
研
修
会
は
五
月
二
十
二
日
（
木
）
か
ら
二
十
四

日
（
土
）
の
三
日
間
開
催
さ
れ
、
北
は
青
森
県
弘
前
市
、

南
は
沖
縄
県
竹
富
町
ま
で
、
全
国
か
ら
過
去
最
多
の
三
七

〇
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
三
十
五
回
は
関
係
市
で
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
初
の
関
係
町
で
の
開
催
と
な
り
、
若
狭
町

の
歓
迎
振
り
に
は
と
て
も
力
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
号
は
そ
の
様
子
と
、
熊
川
宿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会
」

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
は
、
本
年
五
月
の
答
申
で

新
た
に
二
件
増
え
、
現
在
一
〇
六
地
区
あ
り
ま
す
。
協
議
会
に

は
、
重
伝
建
地
区
が
所
在
す
る
市
町
村
が
加
盟
し
て
お
り
、
総

会
は
年
に
一
度
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
総
会
に
あ
わ
せ
て
研
修

会
も
あ
り
、
こ
ち
ら
は
行
政
関
係
者
の
研
修
と
、
重
伝
建
地
区

に
住
ま
い
さ
れ
て
い
る
方
々
（
住
民
）
を
対
象
と
し
た
研
修
に

分
か
れ
ま
す
が
、
記
念
講
演
会
や
重
伝
建
地
区
見
学
会
は
合
同

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

普
段
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
情
報
交
換
や
研
修
会
を
開
催
し
て

お
り
、
甲
州
市
で
も
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
関
東
甲
信
越
静
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
に
参
加
し
て
お
り
、
研
修
会
の
様
子
は
上
条
報
告

で
紹
介
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
大
会
は
、
初
め
て
の
町
で
の
開
催
と
な
り
、
若
狭
町

で
は
三
日
間
の
運
営
に
大
変
苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
三
七
〇

名
の
参
加
者
を
い
く
つ
か
の
班
に
分
け
て
研
修
を
行
う
に
も
、

会
議
室
が
不
足
し
て
い
る
た
め
複
数
の
会
場
を
同
時
に
使
用

し
た
り
、
伝
建
地
区
内
の
小
学
校
の
体
育
館
を
使
用
し
て
、
見

学
会
時
の
昼
食
場
所
や
情
報
交
換
会
場
に
し
た
り
な
ど
、
相
当

知
恵
を
し
ぼ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
役
割
分
担
が
し

っ
か
り
し
て
い
た
た
め
か
、
滞
り
な
く
全
体
が
運
営
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

若
狭
町
熊
川
宿
（
宿
場
町
）

所
在
地

福
井
県
三
方
上
中
郡
若
狭
町
熊
川

及
び
新
道
の
各
一
部

種
別

宿
場
町

条
例
制
定
年
月
日

平
成
七
年
一
〇
月
一
日

選
定
年
月
日

平
成
八
年
七
月
九
日

地
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面
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ヘ
ク
タ
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ル
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建
築
物
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四
件

工
作
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一
三
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環
境
物
件

二
二
件

【
地
区
の
歴
史
】

豊
臣
秀
吉
に
重
用
さ
れ
た
浅
野
長
政
は
、
若
狭
の
領
主
と
な

っ
た
後
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
に
熊
川
を
交
通
と
軍
事

の
要
衝
と
し
て
諸
役
を
免
除
し
、
宿
場
町
と
し
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
四
〇
戸
ほ
ど
の
寒
村
だ
っ
た
熊
川
は
、
二
〇
〇
戸
を
越
え

る
町
と
し
て
発
展
し
、
特
に
京
へ
の
上
り
荷
物
（
米
、
大
豆
な

ど
）
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
十
八
世
紀
に
な
る
と
、
若
狭
の
海
で

獲
れ
た
鯖
を
京
へ
輸
送
す
る
道
と
し
て
「
鯖
街
道
」
と
称
さ
れ
、

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

若
狭
か
ら
南
下
し
て
熊
川
宿
を
過
ぎ
る
と
峠
に
至
り
、
そ
こ

か
ら
坂
を
下
る
と
す
ぐ
に
琵
琶
湖
で
す
。
琵
琶
湖
の
水
運
を
使

い
、
京
へ
大
量
の
物
資
が
運
ば
れ
て
い
き
ま
し
た
。

町
並
み
は
、
京
都
よ
り
か
ら
上
ノ
町
・
中
ノ
町
・
下
ノ
町
に

分
か
れ
、
北
川
に
沿
っ
て
一
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
展
開

し
て
い
ま
す
。
民
家
は
、
平
入
り
、
妻
入
り
、
真
壁
造
、
塗
籠

造
な
ど
が
混
在
し
、
土
蔵
と
と
も
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

歴
史
的
景
観
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
街
道
に
沿
っ
て
流
れ
る

前
川
（
用
水
路
）
も
、
熊
川
宿
の
景
観
を
特
徴
付
け
る
も
の
と

し
て
貴
重
で
す
。

上：熊川宿の町並み 下：満員の研修会場

行政担当者を対象とした実務研修会。

伝建地区で説明してくれた熊川小学生。

全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会

総
会
・
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た



り
」
が
あ
り
、
平
入
り
の
建
物
に
は
隣
家
か
ら
の
延
焼
を
防
止

す
る
た
め
の
「
袖
壁
卯
建
」
を
も
つ
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
異
な
る
形
式
の
町
並
み
が
続
き
、
さ
し
た
る
統
一
感
が
な

い
の
は
茨
城
県
桜
川
市
の
真
壁
地
区
と
同
じ
で
す
が
、
町
並
み

の
連
続
性
は
熊
川
宿
の
ほ
う
が
優
れ
て
い
ま
す
。

上：塗籠造 下：茅葺と妻入り建物

四
月
二
十
四
日
の
説
明
会
の
お
り
に
お
願
い
を
し
ま
し

た
、
実
際
に
集
落
を
歩
い
て
み
て
、
ど
う
い
っ
た
建
物
が
あ

り
、
ど
う
い
う
価
値
が
あ
る
の
か
と
い
う
説
明
会
を
、
五
月

三
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
前
回
の
説
明
会
に
引
き
続
き
、
多

く
の
皆
様
方
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
茅
葺
切
妻
造
の
主
屋
が
あ
る
お
宅
を
中
心
に
み

て
み
る
と
い
う
こ
と
で
、
観
音
堂
に
集
合
し
、
組
長
宅
か
ら

順
次
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
条
集
落
に
限
ら
ず
、
峡
東
地
域
の
屋
敷
構
え
は
、
豊
富

な
附
属
屋
が
所
在
す
る
こ
と
が
一
つ
の
特
徴
で
す
。
附
属
屋

に
は
蚕
室
も
含
ま
れ
、
養
蚕
に
特
化
し
た
切
妻
造
主
屋
と
あ

わ
せ
て
、
い
か
に
養
蚕
が
生
活
様
式
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
農
作
業
の
忙
し
く
な
る
時
期
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

京都府南丹市美山町北集
落の例。茅葺の集落内のい
たるところに花が植えられ、
来訪者の目を楽しませてい
ます。

【
ま
ち
な
み
保
存
】

昭
和
五
十
年
に
福
井
大
学

の
教
授
が
熊
川
宿
の
町
並
み

に
注
目
し
、
五
十
六
年
に
は

保
存
対
策
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
六
十
年
に
は

日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト

も
調
査
に
入
っ
て
い
ま
す
。

地
元
で
は
、
五
十
六
年
に

「
熊
川
宿
町
並
み
を
守
る
会
」
が
発
足
し
、
そ
の
後
「
熊
川
宿

町
並
み
保
存
特
別
委
員
会
」
と
名
前
を
変
え
、
平
成
七
年
か
ら

は
「
若
狭
熊
川
宿
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
」
と
し
て
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
「
保
存
」
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
、
目
的
を

変
え
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
近
く
の
熊
川
小
学

校
で
は
児
童
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
積
極
的
に
行
い
、
伝

建
地
区
内
の
建
造
物
や
歴
史

の
ガ
イ
ド
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た

熊
川
宿
の
視
察
で
も
、
小
学

生
が
自
分
た
ち
で
作
成
し
た

資
料
を
も
と
に
説
明
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
現
在
の
児
童
数
は
二
十
名
だ
そ
う
で
す
。

【
建
物
の
特
徴
】

建
物
は
多
種
多
様
で
す
。
町
屋
の
造
り
で
古
い
も
の
は
二
階

が
低
い
「
厨
子
（
つ
し
）
二
階
」
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
後
「
本

二
階
」
と
い
う
二
階
も
高
い
形
式
に
代
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
火

災
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
柱
ま
で
土
で
塗
り
こ
む
「
塗
籠
（
込
）

造
」
が
発
達
し
、
塗
籠
造
の
建
物
に
は
通
り
に
平
行
し
て
棟
を

延
ば
す
「
平
入
り
」
と
、
通
り
に
直
角
に
棟
を
延
ば
す
「
妻
入 伝建地区の説明をするガイド員の方々。地元の英雄について解説する小学生。

上：厨子二階 下：本二階

前川と呼ばれる用水路と、前川に
かかる「かわと」という石組みの洗い
場も特定物件です。

説明会のおり撮影した、菜の花と
石垣と情報館の妻壁。優れた
景観です。


